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協
力
方
法

１
．
銀
行
振
込（
専
用
口
座
）の
場
合

【
口
座
名
】　

熊
本
地
震
災
害
義
援
金

【
代
表
者
】　

大
和
高
田
市
社
会
福
祉
事
務
所
所
長　

安
川
盛
久

　
　
　
　
　
（
ク
マ
モ
ト
ジ
シ
ン
サ
イ
ガ
イ
ギ
エ
ン
キ
ン　

ヤ
マ
ト
タ
カ
ダ
シ
フ
ク
シ
ジ
ム

　
　
　
　
　

 

シ
ョ
シ
ョ
チ
ョ
ウ　

ヤ
ス
カ
ワ
モ
リ
ヒ
サ
）

【
口
座
】　　

南
都
銀
行
高
田
支
店（
店
番
３
８
０
）　

普
通
預
金（
口
座
番
号
２
１
３
２
８
８
４
）

※
南
都
銀
行
窓
口
を
利
用
の
場
合
は
、
振
込
手
数
料
は
無
料
で
す
。

※
南
都
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
他
の
金
融
機
関
か
ら
は
、
振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

２
．
直
接
持
参
の
場
合

【
窓
口
】　

市
役
所
１
階　

社
会
福
祉
課　

※
預
り
証
を
発
行
し
ま
す
。

３
．
募
金
箱
に
入
れ
る
場
合

義
援
金
箱
設
置
場
所

・
市
役
所（
１
階　

市
民
課
・
社
会
福
祉
課
、２
階　

税
務
課
・
自
治
振
興
課
、３
階　

広
報
情
報
課
）

・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）　

・
保
健
セ
ン
タ
ー　

・
市
立
病
院　

・
さ
く
ら
荘

・
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル　

・
総
合
公
園　

・
葛
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

・
中
央
公
民
館

・
図
書
館　

・
総
合
体
育
館　

・
総
合
福
祉
会
館（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
）　

・
東
雲
総
合
会
館

・
曙
町
青
少
年
会
館　

・
市
場
青
少
年
会
館　

・
塙
青
少
年
会
館　

・
土
庫
公
民
館

・
陵
西
公
民
館　

・
天
満
診
療
所

※
預
り
証
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

※
後
日
、
所
得
税
等
の
税
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
右
記
、
口
座
振
込
の
半
券
や
預
り
証
の
提
出

　

が
必
要
で
す
。

〔
社
会
福
祉
課　

内
線
５
５
１
〕

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
に
ご
協
力
を

　

平
成
28
年
４
月
14
日
に
発
生
し
た
、
熊
本
県
熊
本
地
方

を
震
源
と
す
る
地
震
以
降
、
熊
本
県
、
大
分
県
を
中
心
に

相
次
ぎ
地
震
が
発
生
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
被
災
者
の
救
護
や
被
災
地
の
復
興
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か

け
、
下
記
の
と
お
り
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
被
災

者
の
皆
さ
ん
へ
お
届
け
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

平
成
28
年
６
月
30
日（
木
）ま
で
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大
和
高
田
市
立
病
院

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣

み
ん
な

　

い
っ
し
ょ
に

　
　

避
難
訓
練

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
の
寄
付

　

４
月
16
日（
土
）、
奈
良
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本

部
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
市
立
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

要
員（
医
師
１
名
、
看
護
師
２
名
、
技
師
２
名
）

が
熊
本
市
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
八
代
市

災
害
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ
、
避
難
所
の
情
報

収
集
、
熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
で
診
療
な
ど
の
支

援
を
行
い
、
４
月
19
日（
火
）に
、
市
立
病
院
に

戻
り
ま
し
た
。
市
立
病
院
は
、
災
害
拠
点
病
院

と
し
て
、
災
害
時
に
は
的
確
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
、
全
て
の
体
制
の
再
点
検
を
進
め
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
：
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

　

４
月
27
日（
水
）、
大
和
高
田
市
赤
十
字

奉
仕
団
が
、
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
集
め
た
募
金

を
、
市
長
に
手
わ
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
６
日（
金
）、
市
立
高
田
商
業
高
等

学
校
の
生
徒
た
ち
が
、
集
め
た
募
金
を
市
長

に
手
わ
た
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
４

月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
の
３
日
間
、
生
徒

約
30
名
が
、
近
鉄
大
和
高
田
駅
や
、
片
塩

商
店
街
な
ど
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
、
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
す
。

　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
、
市
内
の
各
保
育

所
、
幼
稚
園
、
子
ど
も
園
で
は
、
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
震
や
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
子
ど

も
た
ち
が
運
動
場
へ
避
難
す
る
練
習
を
し
ま
し
た
。浮孔西幼稚園（上）、高田西保育所（下）の

避難訓練の様子

コスモスプラザで非常食の試食

おかげまつりでの募金活動

熊本市から市立病院に戻ってきたDMAT
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平 成 2 8 年 3 月

定 例 市 議 会
大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
 ● 大和高田市ホームページ→左サイドメニュー「大和高田市議会」　　   ● 検索サイトなどで、「大和高田市議会」と入力して検索

平
成
28
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
予
算

２
３
７
億
２
、０
０
０
万
円
な
ど
可
決

　

平
成
28
年
３
月
定
例
市
議
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で
の
14
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
人
事
案
件
３
件
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
予
算
ほ
か
、
特
別
会
計
予
算
７
件
、
企
業
会
計
予
算
２
件
、
平
成
27
年
度
補
正

予
算
８
件
、
条
例
案
件
25
件
、
和
解
案
件
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
案

件
２
件
、
お
よ
び
、
意
見
書
の
提
出
が
４
件
の
計
56
議
案
が
提
出
さ
れ
、
専
決
処
分

の
報
告
１
件
が
不
承
認
、条
例
案
件
１
件
が
否
決
、54
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
４
日
の
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表
質
問
お
よ
び
、
16
日
・
17

日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
の
一
部
等
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
副
市
長
と
し
て
松
田
秀
雄
氏
の
再
任
に
、
教
育

委
員
会
教
育
長
と
し
て
早
川
博
氏
の
任
命
に
、
固
定
資
産
評
価
員
と
し
て
松
田
秀
雄

氏
の
再
任
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

 

本
市
の
財
政
見
通
し
に
つ

い
て

 　

 

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
が

必
要
な
中
、
今
後
の
大
型
建
設

事
業
等
を
踏
ま
え
た
本
市
の

財
政
見
通
し
に
つ
い
て

政
友
ク
ラ
ブ　

西
川
議
員

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
は
、
本
市
の
喫
緊
の
課

題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
な

か
で
も
、
奈
良
県
と
の
「
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
包
括
協
定
」
に
お

け
る「
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
周
辺
地
区
」

の
重
要
施
設
で
あ
る
市
役
所
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
特
に
大
き
な
課
題

と
し
て
、現
在
取
り
組
ん
で
お
り
、

用
地
や
建
設
に
つ
い
て
も
、
具
体

的
な
方
針
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
今
後
の
大
型
建
設
事
業
を
踏

ま
え
た
本
市
の
財
政
見
通
し
に
つ

い
て
は
、事
業
の
実
施
に
お
い
て
、

有
効
な
補
助
金
、
市
債
、
ま
た
基

金
を
は
じ
め
と
す
る
自
己
財
源
の

確
保
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

過
去
の
大
型
事
業
等
の
市
債
償
還

が
完
了
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
持

続
可
能
な
財
政
状
況
が
続
け
ら
れ

る
と
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も
行

財
政
改
革
を
継
続
し
、
健
全
な
財

政
運
営
に
向
け
、
適
正
な
財
政
規

律
の
維
持
に
努
め
た
い
。

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

　

 

立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
当

た
り
ど
の
よ
う
な
調
査
を
実

施
す
る
の
か公

明
党　

砂
原
議
員

　

立
地
適
正
化
計
画
は
、

都
市
計
画
区
域
（
市
内
全

域
が
都
市
計
画
区
域
）に
お
い
て
、

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
、
20
年
後
に
も
持
続
可
能
な

都
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
証
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
従
来
の
土
地

利
用
計
画
に
加
え
、
住
居
機
能
や

都
市
機
能
の
誘
導
に
よ
り
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
事
業
で
あ
る
。

　

調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

域
に
お
け
る
人
口
等
の
基
本
デ
ー

タ
を
収
集
・
整
理
す
る
と
と
も

に
、
本
市
に
お
け
る
都
市
構
造
の

課
題
事
項
や
、
目
標
と
す
べ
き
人

口
等
の
水
準
を
整
理
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
機
関
の

配
置
状
況
等
を
踏
ま
え
た
、
地
域

の
生
活
利
便
性
に
つ
い
て
も
評
価

を
行
い
、
住
居
誘
導
区
域
と
都
市

機
能
誘
導
区
域
等
の
設
定
に
向
け

た
検
討
を
実
施
す
る
。
本
市
に
お

い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
、
事
業

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

 

軽
度
者
へ
の
支
援
の
充
実
は

考
え
て
い
る
か

日
本
共
産
党　

沢
田
議
員

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
き
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
よ
り
、
調
査
や

施 政 方 針
に 対 す る
代 表 質 問

問

問

問

答

答

答
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研
究
を
実
施
し
、平
成
27
年
度
は
、

課
題
ご
と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

勉
強
会
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護

予
防
事
業
を
進
め
て
き
た
。
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て

い
る
転
倒
予
防
教
室
の
参
加
者

は
、
平
成
26
年
度
の
１
、０
７
６

人
か
ら
平
成
27
年
度
１
月
末
現

在
、
１
、５
２
０
人
で
1.5
倍
以
上

と
な
っ
て
い
る
。平
成
28
年
度
は
、

公
民
館
や
集
会
場
、居
場
所
等
で
、

元
気
な
う
ち
か
ら
取
り
組
め
る
、

住
民
自
ら
が
取
り
組
む
活
動
の
支

援
を
引
き
続
き
行
う
。
さ
ら
に
、

介
護
事
業
所
等
で
定
期
的
に
介
護

予
防
教
室
等
を
広
く
実
施
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
を
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
平
成
28
年
度
は
、
高

齢
者
や
介
護
者
、
介
護
従
事
者
等

か
ら
、広
く
意
見
を
聞
け
る
よ
う
、

機
会
を
設
け
た
い
。

教
育
委
員
会
に
つ
い
て

　

 

児
童
の
保
護
者
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
に
対
す
る
教
育
委
員

会
の
対
応
に
つ
い
て

政
友
ク
ラ
ブ　

仲
本
議
員

　

教
育
委
員
会
職
員
は
、

保
護
者
が
何
を
言
い
、
何

を
求
め
て
い
る
の
か
を
理
解
し
、

解
決
へ
の
方
向
性
を
探
し
て
進
め

て
い
る
。
市
民
に
誤
解
を
招
く
よ

う
な
、
特
定
の
保
護
者
だ
け
へ
の

偏
っ
た
対
応
の
な
い
よ
う
、
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
お
こ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
教
育
委
員
だ
け
で
な
く
、
外

部
の
意
見
も
聞
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
法
令
に
抵
触
す
る
よ
う

な
不
当
な
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
法
令
遵
守
推
進
条
例
に
基
づ

き
、適
切
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

職
員
に
つ
い
て
も
、
法
令
に
抵
触

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
し
な

が
ら
、
今
後
の
活
動
を
進
め
て
い

く
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

放
射
線
治
療
に
つ
い
て

・
放
射
線
治
療
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て

・
放
射
線
治
療
に
お
け
る
市
立

病
院
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て

政
友
ク
ラ
ブ　

森
本
議
員

　

放
射
線
治
療
を
行
っ
て

い
る
患
者
数
は
、
１
月
25

日
の
診
療
開
始
か
ら
３
月
14
日
ま

で
の
７
週
間
、
実
診
療
日
数
35
日

間
で
59
人
と
な
っ
て
い
る
。当
初
、

診
療
開
始
か
ら
３
月
末
ま
で
の
間

で
50
人
程
度
の
患
者
数
を
目
標
と

し
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
想
定
以
上

の
結
果
で
あ
っ
た
。
今
後
、
現
状

の
患
者
数
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
当
院
だ
け
で
は
非
常
に
難
し

く
、
地
域
の
医
療
機
関
お
よ
び
、

開
業
医
か
ら
の
紹
介
患
者
数
の
増

加
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
県
内
の

医
療
機
関
や
開
業
医
、
一
般
市
民

へ
の
放
射
線
治
療
の
広
報
活
動
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
年
間
患
者
数

３
０
０
人
を
目
標
に
診
療
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

院
内
で
も
、
放
射
線
治
療
推
進
委

員
会
を
開
催
し
、
治
療
実
績
の
増

加
や
安
定
経
営
に
繋
げ
る
た
め
の

方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

市
立
病
院
の
放
射
線
治
療
は
、

最
新
の
高
精
度
放
射
線
治
療
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
医
師
や
放
射
線

技
師
、
看
護
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ

も
専
門
性
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。
患
者
さ
ん
が
安

心
し
て
最
新
の
放
射
線
治
療
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
、一
番
の
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
点
で
あ
る
。ほ
か
に
も
、

放
射
線
治
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者

さ
ん
専
用
の
駐
車
場
や
、
直
接
、

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
す
る
シ
ス
テ
ム
、
会
計
方
法
の

選
択
等
、患
者
さ
ん
の
利
便
性
を
考

え
た
診
療
体
制
を
実
施
し
て
い
る
。

居
場
所
づ
く
り
と
図
書
館

に
つ
い
て

　

 

居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
子

ど
も
の
た
め
に
、
図
書
館
が
そ

の
居
場
所
と
な
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
か

　
　

政
友
ク
ラ
ブ　

戸
谷
議
員

　

本
市
の
図
書
館
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
後
、
民
間
の
活
力

あ
ふ
れ
る
事
業
展
開
に
よ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
平
成

28
年
度
に
お
け
る
自
主
事
業
と
し

て
、
教
養
リ
レ
ー
講
座
、
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
、
親
子
教
室
な
ど
、
年

齢
層
に
応
じ
、
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら

し
た
事
業
を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
絵
本
の
お
は
な
し
会
に

つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
は
毎
週
土

曜
日
に
開
催
を
予
定
し
、
図
書
館

の
利
用
機
会
の
増
加
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
市
内
全
小
学
校
へ
の

毎
月
の
配
本
サ
ー
ビ
ス
と
「
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
子
ど

も
た
ち
と
図
書
館
を
つ
な
ぐ
か
け

橋
と
し
て
、
読
書
支
援
は
も
と
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
図
書

館
が
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
り
、

居
場
所
へ
と
発
展
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

図
書
館
は
、
教
養
や
趣
味
、
受

験
勉
強
な
ど
、
多
様
な
使
い
方
が

あ
り
、
誰
も
が
自
由
に
利
用
で
き

る
市
民
の
た
め
の
生
涯
学
習
施
設

で
あ
る
。
今
後
も
、
多
様
な
年
齢

層
の
人
た
ち
に
図
書
館
を
利
用
す

る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
図
書

館
が
よ
り
一
層
、
市
民
の
居
場
所

づ
く
り
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。女

性
活
躍
推
進
法
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

・
本
市
の
行
動
計
画
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

・
市
内
の
企
業
に
対
し
て
今
後
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す

る
の
か

　
　

公
明
党　

藤
田
議
員

問

問答

答

一 般 質 問

問答

問
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女
性
が
職
業
生
活
に
お

い
て
、
そ
の
希
望
に
応
じ

て
十
分
に
能
力
を
発
揮
し
、
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
平
成
27
年
８
月
28
日
、
女
性

活
躍
推
進
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
女
性
職
員
の
採
用
割

合
、
勤
続
年
数
の
男
女
差
、
管
理

職
の
女
性
割
合
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
、
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
策

定
し
、
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
。
本
市
の
行
政
組
織
に
お
い
て

も
、
女
性
職
員
の
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
に
関
す
る
状
況
を
十
分

把
握
・
分
析
し
、
数
値
目
標
を
設

定
し
、
平
成
28
年
３
月
末
の
策
定

に
向
け
、現
在
取
り
組
ん
で
い
る
。

女
性
職
員
を
多
様
な
ポ
ス
ト
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、
指
導
的
地
位

を
担
う
女
性
職
員
を
積
極
的
に
登

用
し
、
ま
た
、
育
児
休
業
、
配
偶

者
出
産
休
暇
、
育
児
参
加
の
た
め

の
休
暇
な
ど
、
男
性
職
員
の
育
児

参
加
を
促
進
し
、
男
女
の
意
識
改

革
を
図
り
、
女
性
職
員
が
活
躍
す

る
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

　

市
内
企
業
に
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
市
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
「
は
ー

も
に
ー
」
を
活
用
し
、
女
性
職
員

の
採
用
割
合
・
継
続
勤
続
年
数
の

男
女
差
等
と
類
似
し
た
指
標
を
盛

り
込
ん
だ
計
画
を
策
定
し
て
い
る

企
業
を
募
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
企
業
を
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
「
い

き
い
き
会
社
宣
言
事
業
所
」
と
し

て
登
録
を
し
て
い
る
。
平
成
26
年

度
は
７
社
、
平
成
27
年
度
は
11
社

の
登
録
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
市
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
い
き
い

き
会
社
宣
言
事
業
所
を
さ
ら
に
募

り
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
豊
か

で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
軽

減
施
策
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

・
経
済
的
負
担
軽
減
に
つ
い
て

　
　

日
本
共
産
党　

向
川
議
員

　

県
の
調
査
対
象
事
由

を
も
と
に
し
た
、
本
市
の

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も

は
、
平
成
28
年
１
月
末
時
点
で
、

１
６
２
人
（
１
・
65
％
）
で
、
経

済
的
理
由
で
就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
は
、
平
成
27
年
度
で

は
、
小
中
学
校
４
、４
８
８
人
中

５
７
８
人
（
12
・
９
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

経
済
的
負
担
軽
減
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
１
月
に
、
就
学
前

児
童
と
小
学
生
を
対
象
に
実
施
し

た
大
和
高
田
市
子
育
て
支
援
ニ
ー

ズ
調
査
に
お
い
て
、
一
番
多
か
っ

た
要
望
が
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
拡
充
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。
今
議
会
に
お
い
て
、｢

大
和

高
田
市
児
童
医
療
費
助
成
条
例｣

の
一
部
改
正
案
が
可
決
さ
れ
、
中

学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
通
院

に
係
る
医
療
費
も
助
成
対
象
と
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
年
度
準
備
物
の
物

品
購
入
が
困
難
な
場
合
、
生
活

保
護
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
小

中
学
校
へ
の
入
学
準
備
金
と
し

て
、
小
学
生
に
は
事
前
に
一
人

４
０
、６
０
０
円
以
内
、
中
学
生

に
は
一
人
４
７
、４
０
０
円
以
内

を
支
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童

福
祉
課
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
に

対
し
、
県
の
就
学
支
度
資
金
貸
付

制
度
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
、
単
に
そ

の
場
限
り
で
終
え
る
問
題
で
は
な

く
、
子
ど
も
の
貧
困
が
連
鎖
し
て

し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
各
関
係
部

局
と
連
携
、
協
議
し
な
が
ら
総
合

的
に
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

⃝
 

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
し

ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、
及

び
そ
の
危
険
性
や
予
後
の
相

談
可
能
な
窓
口
な
ど
の
設
置

を
求
め
る
意
見
書

⃝
 

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
法

整
備
を
求
め
る
意
見
書

⃝
 

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
抜
本
強

化
を
求
め
る
意
見
書

⃝
 

精
神
障
害
者
に
公
共
交
通
機
関

の
運
賃
割
引
制
度
の
適
用
を
求

め
る
意
見
書

　

総
務
財
政
委
員
会

　

平
成
27
年
度
大
和
高
田
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

ほ
か
、
14
議
案　
　
　

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

大
和
高
田
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

１
議
案　

全
会
一
致
で
否
決

民
生
文
教
委
員
会

　

平
成
27
年
度
大
和
高
田
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
ほ
か
、
13

議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

環
境
建
設
委
員
会

　

平
成
27
年
度
大
和
高
田
市
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
ほ
か
、

１
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　　

予
算
特
別
委
員
会

　

平
成
28
年
度
大
和
高
田
市
一

般
会
計
予
算
ほ
か
、
14
議
案

　

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

国
庫
交
付
金
に
か
か
る
虚
偽

報
告
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　
　

砂
原
弘
治

副
委
員
長　

森
本
尚
順　

委
員　

南
幾
一
郎　

島
田
宗
彦

　
　
　

向
川
征
秀　

戸
谷
仁
史

　
　
　

西
川
繁
和　

朝
井
啓
祐

　

次
の
定
例
会
は
、
６
月
中
旬

に
開
会
の
予
定
で
す
。

委 員 会
審 査 結 果

総
務
財
政
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

答

問答
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春
の
叙
勲
・
褒
章

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

　

平
成
28
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り

尽
力
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
あ
げ
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念

し
ま
す
。

　

第
26
回
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
あ
げ
、
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し

ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

（
保
健
衛
生
功
労
）

河
村　

吉
章
さ
ん

瑞
宝
双
光
章

（
消
防
功
労
）

吉
村　

一
男
さ
ん

藍
綬
褒
章

（
更
生
保
護
功
績
）

齊
藤　

京
子
さ
ん

瑞
宝
双
光
章

（
警
察
功
労
）

福
田　

弘
さ
ん

　

平
成
28
年
５
月
臨
時
市
議
会
は
、
５
月
９
日
か
ら
10
日
ま
で
２
日
間
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
の
構
成
を
決
め
る
と
と
も
に
、
人
事
案
件
１
件
を
同
意
、
専
決
処

分
の
報
告
１
件
を
承
認
、
条
例
案
件
２
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
庫
交
付
金
に
か
か
る
虚
偽
報
告
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
の
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
市
議
会
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

監
査
委
員　

西
川
繁
和

総
務
財
政
委
員
会

委
員
長　
　

戸
谷
仁
史

副
委
員
長　

米
田
昌
玄

委
員　
　
　

南
幾
一
郎　

島
田
宗
彦

　
　
　
　
　

沢
田
洋
子　

森
村
和
男

民
生
文
教
委
員
会

委
員
長　
　

森
本
尚
順　

副
委
員
長　

向
川
征
秀

委
員　
　
　

橋
本
俊
哉　

砂
原
弘
治

　
　
　
　
　

仲
本
博
文　

西
村
元
秀

環
境
建
設
委
員
会

委
員
長　
　

朝
井
啓
祐　

副
委
員
長　

藤
田
精
子

委
員　
　
　

萬
津
力
則　

泉
尾
安
廣

　
　
　
　
　

西
川
繁
和　

中
谷
修
一

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　

仲
本
博
文

副
委
員
長　

中
谷
修
一

委
員　
　
　

萬
津
力
則　

橋
本
俊
哉

　
　
　
　
　

森
本
尚
順　

島
田
宗
彦

　
　
　
　
　

砂
原
弘
治　

向
川
征
秀

　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
田
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
尾
安
廣

市
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
たク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
特
別

委
員
会

委
員
長　
　

森
村
和
男

副
委
員
長　

島
田
宗
彦

委
員　
　
　

南
幾
一
郎　

米
田
昌
玄

　
　
　
　
　

向
川
征
秀　

泉
尾
安
廣

　
　
　
　
　

西
川
繁
和　

仲
本
博
文

国
庫
交
付
金
に
か
か
る
虚
偽
報
告
等

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

砂
原
弘
治

副
委
員
長　

森
本
尚
順

委
員　
　
　

南
幾
一
郎　

島
田
宗
彦

　
　
　
　
　

向
川
征
秀　

戸
谷
仁
史

　
　
　
　
　

西
川
繁
和　

朝
井
啓
祐

葛
城
清
掃
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

南
幾
一
郎　

砂
原
弘
治

　
　
　
　
　

沢
田
洋
子　

泉
尾
安
廣

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

沢
田
洋
子　

朝
井
啓
祐

山
辺
・
県
北
西
部
広
域
環
境
衛
生
組

合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

島
田
宗
彦　

森
村
和
男

〔
議
会
事
務
局　

内
線
４
０
１
〕

5 月臨時市議会

民
生
文
教
委
員
会

　

平
成
27
年
度
大
和
高
田
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
ほ
か
、
13

議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

環
境
建
設
委
員
会

　

平
成
27
年
度
大
和
高
田
市
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
ほ
か
、

１
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　　

予
算
特
別
委
員
会

　

平
成
28
年
度
大
和
高
田
市
一

般
会
計
予
算
ほ
か
、
14
議
案

　

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

国
庫
交
付
金
に
か
か
る
虚
偽

報
告
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　
　

砂
原
弘
治

副
委
員
長　

森
本
尚
順　

委
員　

南
幾
一
郎　

島
田
宗
彦

　
　
　

向
川
征
秀　

戸
谷
仁
史

　
　
　

西
川
繁
和　

朝
井
啓
祐

　

次
の
定
例
会
は
、
６
月
中
旬

に
開
会
の
予
定
で
す
。
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平
成
27
年
度

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

⑴�

開
示
請
求
件
数
及
び�

処
理
件
数

　
「
大
和
高
田
市
情
報
公

開
条
例
」に
基
づ
く
開
示
請

求
が
、37
件
あ
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
中
に
、
市
が
運
用
を
行
っ
た
情

報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
、
件

数
や
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

情
報
公
開
制
度
の

  

運
用
状
況

実施機関 件数 処　　理　　内　　容�（件） 写しの
交付（枚）開示 部分開示 不開示 存否 不存在 却下 取下げ

市　　　長 22 6 10 0 0 3 0 3 924
議　　　会 9 8 0 0 0 0 0 1 36
教育委員会 2 0 2 0 0 0 0 0 7
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
監 査委員 0 0 0 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 1 0 1 0 0 0 0 0 5

固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者 3 1 1 0 0 0 0 1 68
合　　　計 37 15 14 0 0 3 0 5 1,040

（
別
表
１
）
開
示
請
求
の
内
容
及
び
決
定
の
内
容
（
平
成
27
年
度
）

請求公文書の内容 実施機関 決定内容
平成20年度以降に起債された地方債（銀行等引受債）の起債条件等が記載された文書 市長 取下げ
平成26年10月8日及び9日に議会事務局職員が出張された具体的内容を示した報告書等の関係資料（旅行命令簿に基づく県視
察研修に関わる打合せ資料） 議会 取下げ

・�平成26年度奈良県市議会議長会の県外都市視察研修に伴う打合せ（平成26年10月8日及び9日に議会事務局職員が出張）に
係る文書
・�平成25年及び平成26年度の第1回奈良県市議会議長会の報告について

議会 開示

平成26年度奈良県市議会議長会の第２回から第４回までの諸報告（事務報告） 議会 開示
平成26年度第2回から第4回までの奈良県市議会議長会の報告について 議会 開示
平成27年1月1日現在の地番図（ＰＤＦデータ化されたもの） 市長 開示
平成27年度第1回奈良県市議会議長会の報告のうち
・平成26年度奈良県市議会議長会の歳入歳出決算書　・平成26年度奈良県市議会議長会表彰基金に関する調書
・平成27年2月16日以降の諸報告（事務報告）・奈良県市議会議長会議員表彰規程　・奈良県市議会議長会慶弔規程

議会 開示

平成27年度第1回奈良県市議会議長会の報告のうち、奈良県市議会議長会会則 議会 開示
・�平成24年度～平成26年度に関する総合公園指定管理に係る事業報告書、収支報告書及び利用者数
・直近の募集要項及び提案書 市長 部分開示

平成27年4月1日から平成27年7月6日までの間において保険会社と契約している損害保険証券の写し又は契約内容の分かるも
のの写し
・年間保険料が10万円以上のもの　・全国市長会などの公的な保険、自賠責保険、独立行政法人、財団法人、社団法人との団体契
約及び○○（株）の契約分は除く。

市長 開示

平成27年4月1日から平成27年7月6日までの間において保険会社と契約している損害保険証券の写し又は契約内容の分かるも
のの写し
・年間保険料が10万円以上のもの　・全国市長会などの公的な保険、自賠責保険、独立行政法人、財団法人、社団法人との団体契
約及び○○（株）の契約分は除く。

教育委員会 部分開示

平成27年4月1日から平成27年7月6日までの間において保険会社と契約している損害保険証券の写し又は契約内容の分かるも
のの写し
・年間保険料が10万円以上のもの　・全国市長会などの公的な保険、自賠責保険、独立行政法人、財団法人、社団法人との団体契
約及び○○（株）の契約分は除く。

水道事業
管理者 取下げ

平成26年度に議会に提出した路線の認定・廃止・変更情報
・区間が分かる資料（告示文書）　・議会に提出したレベルの位置図 市長 開示

大和高田市大字奥田○○の土地の農地転用許可による工事の完了報告書 農業委員会 部分開示
平成27年1月1日から平成27年6月30日までに届出のあった住居番号付番通知書と該当の住居表示台帳 市長 部分開示
平成27年度奈良県市議会議長会歳入歳出予算書（補正予算） 議会 開示
社会福祉法人平沼寮及び社会福祉法人慈光園の平成26年度決算書 市長 取下げ
・�特定施設設置届出書（振動）台帳及び特定施設使用届出書（振動）台帳の一覧表
・�特定施設設置届出書（騒音）台帳及び特定施設使用届出書（騒音）台帳の一覧表
・騒音・振動特定施設設置届台帳の一覧表（平成24年度～）

市長 開示

春日町○○における平成12年夏頃より以前の生産緑地法第8条第1項第2号の規定に基づく許可の申請書及び許可書 市長 不存在
春日町○○における生産緑地指定の指定解除が記載された公文書 市長 部分開示
春日町○○における生産緑地指定の一部指定解除が記載された公文書 市長 部分開示
平成26年度公有財産の貸付状況調査の調査結果 市長 開示
平成27年10月及び11月の旅行命令簿（出席者が議長、副議長及び議会事務局長のもの） 議会 開示
春日町○○の生産緑地買取申出書 市長 部分開示
春日町○○の生産緑地買取申出書 市長 部分開示
春日町○○が生産緑地地区に指定された後に、分筆した春日町○○の生産緑地地区内における行為の制限の解除までの間に提出
された生産緑地法第８条第１項第１号の規定に基づく許可の申請書及び許可書 市長 不存在

平成27年度の奈良県市議会議長会県外都市視察研修の出席者及び研究内容が分かる資料並びに行程表 議会 開示
平成10年度以降に建設業の大和高田市指定工事業者の一覧表中に（株）○○の記載された文書（住所及び電話番号を含む。） 市長 不存在
市長が定める区域のデータ（町・丁目界、町・丁目名等） 市長 取下げ
建設工事請負契約書（高水契第51号（平成26年度））及び建設工事変更契約書 水道事業管理者 開示
国庫交付金返還事件に係る懲戒処分に関する委員会の使用した文書及び関係文書の全て 市長 部分開示
国庫交付金返還事件に関する起案文書及び関係文書の全て 市長 部分開示
平成28年2月29日に陵西小学校で実施したいじめに関するアンケート調査資料のうち、6年生に該当する資料 教育委員会 部分開示
社会資本整備総合交付金の実績報告書の起案文書（平成20年度から平成25年度） 市長 開示
「大和高田市水道事業窓口受付業務等委託」の入札について作成された文書（平成27年度分）
・入札公告の告示日が分かる全ての書類一式　・質問回答に関する書類一式
「水道メーター検針及び取替業務委託」の入札について作成された文書（直近2回分）
・入開札後の契約締結に関する書類一式　・質問回答に関する書類一式（平成22年分のみ）

水道事業
管理者 部分開示

「水道メーター検針及び取替業務委託」の入札について作成された文書（直近２回分）
・入札公告の告示日が分かる全ての書類一式　・入札結果等の書類一式 市長 部分開示

平成27年7月1日から平成27年12月31日までに届出のあった「住居番号付番通知書」と該当の「住居表示台帳」 市長 部分開示
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請求区分 個人情報の内容 実施機関 決定内容

��������� 開示 �平成２７年５月１９日になされた請求者に係る戸籍等交付申請書 � 市長 部分開示

開示 請求者に係る平成２４年の障害程度区分認定調査資料のうち、主治医
意見書� 市長 取下げ

�� 開示 請求者に係る平成２６年の障害支援区分認定調査資料の一式 市長 開示

開示 ��請求者に係る住民票の写し等交付申請書及び附属書類 市長 部分開示

開示 ��請求者の子に係る平成２４年度の障害児福祉手当認定診断書 市長 部分開示

開示 平成２７年８月２４日交付の身体障害者手帳の申請に係る診断書の写し 市長 開示

開示 平成２４年４月１日から平成２７年１０月１５日までの間になされた請求
者に係る印鑑登録証明申請書 市長 部分開示

開示 平成２６年１月１日から平成２７年１１月４日までになされた請求者に係
る住民票の写し等交付申請書及び附属書類 市長 部分開示

開示 平成２６年１月１日から平成２７年１１月４日までになされた請求者に係
る住民票の写し等交付申請書及び附属書類 市長 取下げ

開示 �身体障害者手帳の申請時の診断書（平成１１年） 市長 開示

開示 請求者が平成２７年１２月に請求した診療報酬明細書の開示に係る決
裁文書（決裁後の起案用紙） 市長 開示

開示 請求者の要介護・要支援認定に係る調査内容、主治医意見書及び介護
認定審査会における認定結果（平成２６年度及び平成２８年度分） 市長 開示

　

平
成
27
年
度
は
、
開
催
し
て
い

ま
せ
ん
。

※
市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の

　

開
示
請
求
等

　

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、
市
の
施
策
に
準
じ
て
個
人
情

報
保
護
制
度
を
推
進
す
る
た
め
の

要
綱
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
、
こ
の
要
綱
に
基
づ
く

開
示
請
求
、
訂
正
請
求
、
削
除
請

求
及
び
利
用
ま
た
は
提
供
の
中
止

請
求
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑵
不
開
示
情
報
別
件
数

　

条
例
第
６
条
に
定
め
る
不
開

示
情
報
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

部
分
開
示
と
な
っ
た
事
例
の
理

由
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

⑶
開
示
請
求
の
内
容
及
び

　

決
定
の
内
容

　
（
別
表
１
）
の
と
お
り
で
す
。

⑷
異
議
申
立
て
等
の
件
数
及
び

　

処
理
の
状
況

　

平
成
27
年
度
は
、
異
議
申
立
て

等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑸
開
示
実
績
の
あ
る
公
文
書
の

　

写
し
の
交
付
等
申
込
み
の
内
容

　

過
去
に
「
大
和
高
田
市
情
報
公

開
条
例
」
に
基
づ
く
開
示
請
求
が

あ
り
、
開
示
（
全
部
開
示
・
部
分

開
示
）
の
実
績
が
あ
る
文
書
に
つ

い
て
は
、
同
じ
内
容
に
つ
い
て
開

示
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

「
公
文
書
開
示
請
求
書
」
に
よ
ら

ず
「
公
文
書
の
写
し
等
申
込
書
」

に
よ
り
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
交
付
等
申
込

み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑹
情
報
公
開
審
査
会
の
開
催
状
況

　

平
成
27
年
度
は
、
異
議
申
立
て

等
が
な
く
、
会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

不　開　示　情　報 件数

１号��個人に関する情報 14

２号��法人等事業活動情報 2

３号��意思形成過程情報 0

４号��事務事業執行情報 0

５号��法令秘情報 0
６号��犯罪等社会的危害防止

情報 1

合　　　計 17

※�

市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の

　

開
示
請
求

　

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、
市
の
施
策
に
準
じ
て
情
報
公

開
制
度
を
推
進
す
る
た
め
の
要

綱
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
は
、
こ
の
要
綱
に
基
づ
く
開

示
請
求
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑴
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届
出
件
数

⑵
開
示
等
請
求
件
数
及
び
処
理
件
数

①
開
示
請
求
、訂
正
請
求
、削
除
請
求

及
び
利
用
又
は
提
供
の
中
止
請
求

　

開
示
等
請
求
の
内
容
及
び
決

定
の
内
容
は
、（
別
表
２
）
の
と

お
り
で
す
。

②�

条
例
第
22
条
（
簡
易
な
開
示
）

に
よ
る
開
示
請
求
（
各
担
当
課

で
の
要
綱
に
基
づ
く
請
求
）

  

個
人
情
報
保
護
制
度

  

の
運
用
状
況

実　施　機　関 件数

市　　　長 ２４７
議　　　会 ２
教育委員会 ５７
選挙管理委員会 ９
監査委員 １
公平委員会 １
農業委員会 ８

固定資産評価審査委員会 ０
水道事業管理者 １２
合　　　計 ３３７

（
別
表
３
）

条
例
第
22
条
に
よ
る
開
示
請
求

（
別
表
２
）
開
示
等
請
求
の
内
容
及
び
決
定
の
内
容

実施機関 担当課 開　示　内　容 件数
市　長 保険医療課 過去５年間の国民健康保険に係るレセプト １
市　長 保険医療課 過去５年間の老人医療に係るレセプト ０
市　長 保　護　課 過去５年間の生活保護に係るレセプト ０

市　長 介護保険課
次のうち必要な事項
要介護・要支援認定に係る調査内容、主治医意見書
及び介護認定審査会における認定結果

４８

市　長 医　事　課 診療カルテ ２４
市　長 看護専門学校 入学者選抜試験における各試験得点及びその合計点 ２
教育委員会 商業高校事務管理課 入学者選抜試験における各教科別検査得点及びその合計点 １７９

合　　　計 ２５４

　
（
別
表
３
）
の
と
お
り
で
す
。

⑶
異
議
申
立
て
の
件
数
及
び

　

処
理
の
状
況

　

平
成
27
年
度
は
、
異
議
申
立
て

等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑷
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の

　

開
催
状
況

　

平
成
27
年
度
は
、
異
議
申
立
て

等
が
な
く
、
会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

⑸
個
人
情
報
保
護
運
営

　

�

審
議
会
の
開
催
状
況

請�求�区�分 件数

開　示　請　求 12

訂　正　請　求 ０

削　除　請　求 ０

利用又は提供の
中止の請求 ０

合　　　計 12

  

平
成
27
年
度
　

審
議
会
等
の
公
開
状
況

※
公
開
さ
れ
た
会
議
の
議
事
録

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

会議の開催数 １３８回

そのうち、公開とし
た会議の開催数 １４回

そのうち、一部非
公開とした会議の
開催数

０回

そのうち、非公開と
した会議の開催数 １２４回

傍聴人の数 　　０人

（平成 28 年３月 31 日現在） （平成 28 年３月 31 日現在）

〔
企
画
法
制
課　

内
線
２
７
５
〕
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セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

注
意

　

市
内
で
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
全
体

に
黒
く
、
背
に
赤
色
の
帯
状
の
模
様
が
あ

る
の
が
特
徴
で
、
メ
ス
の
体
長
は
約
１
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
強
い
毒
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
攻
撃
性
の
な
い
お
と
な
し
い

ク
モ
で
す
。
素
手
で
捕
ま
え
た
り
触
っ
た

り
し
な
け
れ
ば
、
か
ま
れ
る
お
そ
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
家

庭
な
ど
で
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
当
た
り
が
よ
く
、
暖
か
い
と
こ
ろ

◦ 

昆
虫
や
小
動
物
な
ど
の
餌
が
豊
富
に

あ
る
と
こ
ろ

◦ 

巣
を
は
る
適
当
な
隙
間
が
あ
る
と
こ

ろ
◦ 

排
水
溝
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
、
フ
ェ
ン

ス
の
基
部
な
ど
低
い
と
こ
ろ

◦ 

ク
モ
に
直
接
、
市
販
の
家
庭
用
殺
虫

剤
を
噴
霧
す
る
か
、
靴
で
踏
み
つ
ぶ

し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

卵
は
、
完
全
に
踏
み
つ
ぶ
す
か
、
焼

却
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

か
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
水
や
温
水
で
よ

く
洗
い
流
し
、
病
院
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。〔

環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
～
29
日

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。

　
　
男
女
で
サ
ン
カ
ク
。

　
　
　
　
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」

　
（
平
成
28
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

　

 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

　

国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
施
行
日
（
平
成
11
年
６
月
23
日
）
に
あ

わ
せ
て
、
こ
の
期
間
を
、「
男
女
共
同
参

画
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
、
旧
来
の

労
働
慣
行
や
意
識
を
変
え
、
女
性
も
男
性

も
多
様
な
暮
ら
し
や
働
き
方
が
可
能
な

社
会
を
作
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

※
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
が
平
成
27
年
８

月
に
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
し
、
豊
か

で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

○ 

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

▽
と
き　

６
月
13
日
㈪
～
30
日
㈭

▽
と
こ
ろ　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽ 

内
容　
「
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に

し
た
川
柳
」
の
紹
介

〔
人
権
施
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係

　

内
線
２
８
７
〕

生
息
場
所

駆
除
方
法

か
ま
れ
た
と
き
の
処
置

「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

実
施
中

　

市
役
所
お
よ
び
市
内

各
公
共
施
設
で
は
、
省

エ
ネ
・
節
電
に
よ
る
地

球
温
暖
化
の
防
止
を
図

る
た
め
、
10
月
31
日
㈪
ま
で
の
期
間
中
、

各
施
設
内
の
適
正
冷
房(

28
℃
）
の
徹
底

と
、
ノ
ー
上
着
・
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
、

軽
装
で
執
務
を
行
う
「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ

ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
人
事
課　

内
線
２
１
１
〕

農
業
を
始
め
た
い
人
、

興
味
の
あ
る
人
を
応
援

　

農
業
経
験
が
な
い
、
知
識
も
な
い
が

農
業
で
生
計
を
立
て
る
意
欲
の
あ
る
人

を
、
市
・
奈
良
県
な
ど
が
協
力
し
、
支

援
し
ま
す
。

　

危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
や
啓
発
を
推
進
し
、
各
事
業
所
に
お
け

る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、「
危
険
物
安
全
週
間
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
危

険
物
施
設
は
減
少
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
事
故
件
数
は
増
加
し
、
火
災
や
漏
え

い
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
熟
練
さ
れ
た

技
術
者
の
退
職
が
挙
げ
ら
れ
、
今
後
も
継

続
し
て
適
切
に
行
わ
れ
る
か
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
事
業
所
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
な
ど
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
従
業
員
の
保
安
教
育
や
、
事
故
防
止

の
徹
底
、
自
主
保
安
体
制
の
構
築
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
般
家
庭
で
も
、

天
ぷ
ら
油
や
灯
油
な
ど
の
取
扱
い
に
は
、

十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。　

〔
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
高
田
消
防
署　

☎
25
・
０
１
１
９
〕

危
険
物
安
全
週
間

６
月
５
日
～
６
月
11
日

「
危
険
物
　
決
め
ろ
無
事
故
の

ス
ト
ラ
イ
ク
」
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ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で

　
　
　
　

公
道
を
走
る
と
き

　

農
作
業
終
了
後
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

で
公
道
を
走
る
と
き
、
機
械
に
つ
い
た
泥

を
落
と
さ
ず
に
走
行
す
る
と
、
大
き
な
泥

の
か
た
ま
り
が
道
路
に
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
歩
行
者
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
や
車
い

す
、
シ
ニ
ア
カ
ー
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
に

な
り
、
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
土
ぼ
こ

り
で
近
所
の
迷
惑
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
業
を
終
え
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で

公
道
を
走
行
す
る
前
に
は
、
き
ち
ん
と
泥

を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
産
業
振
興
課　

内
線
２
６
７
〕

　

奈
良
県
の
面
談
合
否
の
あ
と
、
事
前
研

修
（
約
３
か
月
）
お
よ
び
農
家
実
践
研
修

（
約
１
年
）
を
行
い
ま
す
。
農
地
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
が
協
力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
格
的
な
農
業
で
は
な
く
、
家

庭
で
簡
単
に
野
菜
作
り
な
ど
を
し
て
い

る
人
や
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
人
に
つ
い

て
も
、
今
後
、
講
習
会
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

〔
産
業
振
興
課　

内
線
２
６
７
〕

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
～
29
日

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。

　
　
男
女
で
サ
ン
カ
ク
。

　
　
　
　
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」

　
（
平
成
28
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

　

 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

　

国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
施
行
日
（
平
成
11
年
６
月
23
日
）
に
あ

わ
せ
て
、
こ
の
期
間
を
、「
男
女
共
同
参

画
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
、
旧
来
の

労
働
慣
行
や
意
識
を
変
え
、
女
性
も
男
性

も
多
様
な
暮
ら
し
や
働
き
方
が
可
能
な

社
会
を
作
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

※
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
が
平
成
27
年
８

月
に
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
し
、
豊
か

で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

○ 

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

▽
と
き　

６
月
13
日
㈪
～
30
日
㈭

▽
と
こ
ろ　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽ 

内
容　
「
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に

し
た
川
柳
」
の
紹
介

〔
人
権
施
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係

　

内
線
２
８
７
〕

　

皆
さ
ん
は
水
道
の
な
い
生
活
を
想
像
で
き
ま

す
か
。
水
道
は
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
、
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
蛇
口
か
ら
流
れ

て
く
る
水
を
飲
用
し
、
洗
濯
や
風
呂
、
ト
イ
レ

と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
用
し
て
い

ま
す
。
家
庭
や
職
場
な
ど
、皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
、

質
の
良
い
水
を
届
け
る
た
め
に
は
、
水
の
取
水
、

浄
化
、
送
水
な
ど
と
い
っ
た
、
多
く
の
過
程
を

経
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
水
道
水
は
、
吉
野
川
（
紀
の
川
）
を
水

源
と
す
る
御
所
浄
水
場
か
ら
、
安
全
で
お
い
し
い

水
を
１
０
０
％
受
水
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
、

51
項
目
に
わ
た
る
水
質
検
査
な
ど
を
経
て
、
各
家

庭
に
届
け
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
昭
和
11
年
の

給
水
開
始
以
来
、
６
度
に
わ
た
る
拡
張
事
業
を
行

い
、
現
在
、
普
及
率
が
１
０
０
％
と
市
内
全
域
に

達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
大
切
な
水
道
施
設
や

技
術
を
将
来
に
引
き
継
ぎ
、
緊
急
時
に
も
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
し
て
の
機
能
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、

水
道
の
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
で
は
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け

で
、
安
心
で
安
全
な
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
、
気
温
の
高
い
日
が

多
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
の
ど
の
渇
き
を
感

じ
る
前
に
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
て
、
水

道
水
を
も
っ
と
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
水
道
総
務
課
・
工
務
課　

☎
52
・
１
３
６
５
〕

平
成
28
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
じ
ゃ
口
か
ら
　
安
心
と
ど
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
ま
で
」

6
月
１
日
～
７
日

６
月
は
「
環
境
月
間
」

　

６
月
５
日
の
「
環
境
の

日
」
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
身
近
な
こ

と
か
ら
活
動
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

・
ご
み
分
別
を
徹
底
し
、
ご
み
の
量
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

・
浄
化
槽
の
清
掃
は
年
１
回
必
ず
行
い
、

定
期
点
検
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
油
は
台
所
に
流
さ

ず
、
巡
回
回
収
の
時
ま
た
は
、
市
役
所

に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
川
や
道
路
へ
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

を
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
犬
の
散
歩
の
時
は
ふ
ん
の
後
始
末
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
の
む
だ
使
い
を
や

め
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
の
利
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
河
川
の
水
質
改

善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

　

道
幅
が
広
い
。
車
ど
お
り
が
多

い
。
鉄
橋
が
あ
る
。
市
内
で
、
こ

れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
場
所
は
、

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

水
道
週
間

10



地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

　

市
立
病
院
で
は
、平
成
12
年
、

地
域
住
民
、地
域
の
医
療
機
関・

保
健
機
関
と
市
立
病
院
の
三
者

の
連
携
を
図
り
、地
域
の
全
体
の

健
康
を
守
る
た
め
の
連
絡・調
整

の
役
割
を
担
う
窓
口
と
し
て
、地

域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

ま
し
た
。最
初
は
か
か
り
つ
け
医

の
先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者
さ

ん
の
外
来
受
診
や
、検
査
の
予
約

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

急
激
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

在
宅
医
療
、地
域
連
携
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
に
と
も
な
い
、よ
り

地
域
の
皆
さ
ん
、地
域
の
医
療
機

関・保
健
機
関
と
市
立
病
院
の
三

者
の
連
携
を
図
り
、地
域
の
全
体

の
健
康
を
守
る
た
め
の
連
絡・調
整

の
役
割
を
担
う
た
め
、地
域
医
療

連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
大
き
く
４
つ

の
業
務
を
柱
に
整
理
し
ま
し
た
。

●
地
域
連
携
業
務

 

・ 

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
か
ら
紹

介
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
診
察
、

検
査
予
約

 

・ 

当
院
に
受
診
さ
れ
た
患
者
さ
ん

の
、か
か
り
つ
け
医
へ
の
結
果

報
告
、逆
紹
介

●
退
院
支
援
業
務

 

・ 

在
宅
復
帰
に
向
け
て
、地
域
の

介
護
、福
祉
関
係
先
と
の
調
整

 

・ 

転
院
、施
設
入
所
に
向
け
て
の

調
整

●
医
療
福
祉
相
談
業
務

 

・ 

病
気(

特
に
が
ん
や
難
病)
や
受

診
に
関
す
る
相
談

 

・ 

医
療
費
や
生
活
費
な
ど
の
経

済
的
な
問
題
に
対
す
る
相
談

 

・ 

入
院
中
の
療
養
生
活
に
関
す
る

相
談

 

・ 

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
相
談

●
在
宅
医
療
支
援
業
務

 

・ 

メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

平
成
21
年
か
ら
は
、在
宅
で
療

養
し
て
い
る
患
者
さ
ん
へ
の
支
援

を
目
的
に
、在
宅
医
療
支
援
科
と

い
う
他
に
は
な
い
特
殊
な
診
療

科
を
立
ち
上
げ
、「
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」を
開
始
し
て

い
ま
す
。「
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
」と
は
、在
宅
で
は
困
難
な

メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
ケ
ア
を

行
い
、異
常
の
早
期
発
見
に
努
め

た
り
、胃
瘻ろ
う

カ
テ
ー
テ
ル
や
気
切

チ
ュ
ー
ブ
の
交
換
な
ど
の
医
療
処

置
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。ま
た
、在
宅
療
養
の
継
続

を
支
援
す
る
目
的
で
、レ
ス
パ
イ
ト

（
休
息
）を
す
る
こ
と
に
よ
り
、介

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
、岡

村
隆
仁
前
セ
ン
タ
ー
長
の
院
長
就

任
に
と
も
な
い
、高
幣
和
郎
在
宅

医
療
支
援
科
部
長
を
セ
ン
タ
ー
長

に
、ス
タ
ッ
フ
も
看
護
師
５
名
、医

療
福
祉
相
談
員
３
名
に
増
員
し
、

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

場
所
は
正
面
玄
関
入
っ
て
左

側
、総
合
案
内
に
併
設
し
て
い
ま

す
。患
者
さ
ん
や
家
族
の
人
権
を

尊
重
し
、よ
り
良
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、き
め
細
か
な
援
助
の
提

供
を
心
が
け
て
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

〔
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
長

　

高
幣
和
郎
〕

　

58
才さ

い

男だ
ん
せ
い性

Ｙ
さ
ん
の
お
話

は
な
しで

す
。

　

Ｙ
さ
ん
は
、転て

ん
て
ん々

と
仕し

ご
と事

を
変か

え
、年と

し
お老

い
た
父ち

ち
お
や親

を
介か

い
ご護

し
て
い

ま
し
た
。失

し
っ
し
ょ
く職し

て
２
か
月げ

つ

が
経た

っ

た
こ
ろ
、Ｙ
さ
ん
は
こ
の
係

か
か
りに

来き

て

く
れ
ま
し
た
。
相そ

う
だ
ん談

内な
い
よ
う容

は
、

「
明あ

し
た日

電で
ん
き気

が
止と

ま
る
ん
で
す
」で

し
た
。

　

相そ
う
だ
ん談

の
結け

っ
か果

、２
年ね

ん

以い
な
い内

の
失

し
っ
し
ょ
く職

で
あ
っ
た
た
め
、「
住

じ
ゅ
う
き
ょ居

確か
く
ほ保

給き
ゅ
う
ふ付

金き
ん（

就
し
ゅ
う
し
ょ
く職

活か
つ
ど
う動

を
し
、家や

ち
ん賃

の
支し

き
ゅ
う給

を
受う

け
る
制せ

い
ど度

）」を
利り

よ
う用

す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、預よ

ち
ょ
き
ん

貯
金

も
使つ

か

い
果は

た
し
て
い
た
た
め
、

大や
ま
と
た
か
だ
し

和
高
田
市
社し

ゃ
か
い会

福ふ
く
し祉

協き
ょ
う

議ぎ
か
い会

に

相そ
う
だ
ん談

し
て
、緊

き
ん
き
ゅ
う急

貸か
し
つ
け付（

貸か
し

付つ
け

要よ
う
け
ん件

審し
ん
さ査

有あ

り
）を
受う

け
ら
れ
る
よ
う

に
繋つ

な

ぎ
ま
し
た
。同ど

う
じ時

に「
フ
ー
ド

レ
ス
キ
ュ
ー
」と
い
う
制せ

い
ど度

も
利り

よ
う用

し
、３
日か

ぶ
ん分

ほ
ど
の
食

し
ょ
く

料り
ょ
う
ひ
ん

品
も
も
ら

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。就

し
ゅ
う
し
ょ
く職

活か
つ
ど
う動

を
続つ

づ

け
る
中な

か

、し
だ
い
に
気き

も持

ち
も
前ま

え
む向

き
に
な
り「
職

し
ょ
く
ぎ
ょ
う業

訓く
ん
れ
ん練

こ
こ
か
ら
始は
じ

ま
る
。
　

〔
生せ
い
か
つ活

困こ
ん
き
ゅ
う
し
ゃ

窮
者
自じ
り
つ立

支し
え
ん
が
か
り

援
係　

☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

給き
ゅ
う
ふ付

」と
い
う
制せ

い
ど度

を
利り

よ
う用

し
、ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

き
ゅ
う

の
養よ

う
せ
い成

講こ
う
ざ座

を
受う

け
る
決け

っ
し
ん心

を
し
ま
し
た
。

受じ
ゅ
こ
う講

期き
か
ん
ち
ゅ
う

間
中
、月つ

き

10
万ま

ん
え
ん円

の
給き

ゅ
う
ふ付

金き
ん

も
出で

て
３
か
月
し
っ
か
り
勉

べ
ん
き
ょ
う強

で
き
ま
し
た（
こ
の
期き

か
ん間

、家や
ち
ん賃

を

給き
ゅ
う
ふ付

で
き
る
制せ

い
ど度

は
一い

っ
た
ん
ち
ゅ
う
だ
ん

端
中
断
と

な
る
）。受じ

ゅ
こ
う講

終し
ゅ
う
り
ょ
う
ご

了
後
、Ｙ
さ
ん
は

施し
せ
つ設

の
指し

ど
う
い
ん

導
員
と
し
て
、就

し
ゅ
う
し
ょ
く

職
し
ま

し
た
。現げ

ん
ざ
い在

は
、社し

ゃ
か
い会

福ふ
く
し祉

協き
ょ
う
ぎ
か
い

議
会

へ
は
毎ま

い
つ
き月

貸か
し
つ
け付

金き
ん

を
返か

え

し
な
が
ら
、

支し
え
ん援

も
受う

け
ず
に
自じ

ぶ
ん分

の
お
給

き
ゅ
う
り
ょ
う料

と
父ち

ち
お
や親

の
年ね

ん
き
ん金

で
生せ

い
か
つ活

し
て
い
ま

す
。市し

役や
く
し
ょ所

に
用よ

う
じ事

の
あ
る
と
き
、

Ｙ
さ
ん
は
、こ
の
係

か
か
りに

寄よ

っ
て
く
れ

ま
す
。「
身か

ら
だ体

が
え
ら
い
わ
！
」
と

い
い
な
が
ら
、ど
こ
か
し
ら
晴は

れ
晴ば

れ
し
て
い
る
Ｙ
さ
ん
で
し
た
。

　

自じ
ぶ
ん分

自じ
し
ん身

の
こ
と
、家か

ぞ
く族

の
こ

と
、地ち

い
き域

の
住

じ
ゅ
う
み
ん

民
で
気き

に
な
る
人ひ

と

や

気き

に
な
る
子こ

ど
も
の
こ
と
、ど
ん
な

こ
と
で
も
ま
ず
は
一い

ち
ど度

お
話

は
な
しを

聴き

か

せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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春
の
日
射
し
が
心
地
よ
い
あ

る
日
。私
は
、知
人
を
出
迎
え
る

た
め
、待
ち
合
わ
せ
の
駅
に
向
か

い
ま
し
た
。待
ち
合
わ
せ
時
刻
に

は
、充
分
間
に
合
う
予
定
で
し
た

が
、早
く
知
人
に
会
い
た
い
気
持

ち
が
あ
り
、駐
車
場
に
車
を
停
め

る
と
、急
ぎ
足
で
駅
へ
歩
き
出
し

ま
し
た
。歩
道
を
歩
い
て
い
る
と
、

前
方
か
ら
歩
い
て
く
る
人
た
ち

が
私
に
道
を
譲
っ
て
く
れ
る
か
の

よ
う
に
両
側
に
寄
っ
て
、ゆ
っ
く
り

と
歩
い
て
い
ま
す
。私
は「
お
か
し

い
な
」と
思
い
つ
つ
、そ
の
人
た
ち

の
視
線
の
先
を
見
ま
し
た
。す
る

と
、私
の
後
方
に
は
、白
杖
を
持
っ

た
人
が
歩
い
て
い
ま
し
た
。私
は
、

皆
さ
ん
が
道
を
ゆ
ず
っ
て
い
た
と

い
う
よ
り
も
、白
杖
を
持
っ
た
人

が
歩
き
や
す
い
よ
う
に
、点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
を
歩
か
な
い
よ
う
に
、

白
杖
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

と
配
慮
を
し
て
い
る
の
だ
と
、わ
か

り
ま
し
た
。急
ぐ
あ
ま
り
、点
字

ブ
ロ
ッ
ク
の
存
在
や
、ま
わ
り
の

様
子
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、そ
し
て
、そ
の
場
に
い
た

人
た
ち
が
相
手
の
立
場
を
考
え

て
、行
動
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
、「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律（
障
害
者
差
別
解
消

法
）」が
、ま
た
、奈
良
県
に
お
い
て

も
、「
奈
良
県
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
社

会
づ
く
り
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
法
律
と
条
令
で
は
、障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

や
、障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
を

守
り
、皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
、

誰
も
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。各
自
治
体
や
事

業
所
に
は
、障
が
い
の
あ
る
人
に

対
し
て
、そ
の
人
に
合
っ
た
工
夫

と
や
り
方
を
配
慮
し
、困
る
こ
と

を
な
く
し
て
い
く
合
理
的
な
配
慮

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

設
備
や
道
具
を
整
え
、物
理
的

な
障
壁（
バ
リ
ア
）を
取
り
除
く
こ

と
は
必
要
な
こ
と
で
す
が
、地
域

で
共
に
暮
ら
す
私
た
ち
が
、お
互

い
の
立
場
を
思
い
や
り
、自
分
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
、行
動
し
て

い
く「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
、よ
り
大
切

な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

自
分
の
言
動
を
ふ
り
か
え
り
、

相
手
の
立
場
を
考
え
て
行
動
し
て

い
く「
優
し
さ
」に
つ
い
て
、改
め
て

考
え
た
春
の一日
で
し
た
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
広
げ
ま
し
ょ
う

159

　

８
歳
で
小
浜
藩
校
の
順
造
館

へ
入
学
、15
歳
を
迎
え
た
文
政
12

（
１
８
２
９
）年
、京
都
の
望ぼ

う
な
ん
け
ん

楠
軒
へ

進
学
。こ
の
望
楠
軒
は
、浅
見
絅け

い
さ
い斎

の
門
人
若
林
強
斎
が
創
設
、浅
見
絅

斎
は「
靖せ
い
け
ん献
遺い

言げ
ん

」を
著
し
た
も
の

で
、尊
皇
思
想
を
広
め
、幕
末
の
多
く

の
志
士
達
の
聖
典
と
な
っ
た
も
の
ら

し
い
で
す
。や
が
て
16
歳
で
江
戸
に

遊
学
、小
浜
藩
校
で
10
年
余
り
勉

学
、雲
浜
の
勤
王
愛
国
の
精
神
は
、此

処
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

雲
浜
は
26
歳
の
と
き
、江
戸
の
遊

学
を
終
え
小
浜
に
帰
郷
、し
ば
ら

く
し
て
再
び
京
都
大
津
の
上
原
立

斎
に
教
え
を
請
う
も
拒
ま
れ
、自

ら
湖
南
塾
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

天
保
14（
１
８
４
３
）年
、雲
浜

29
歳
の
時
、湖
南
塾
を
閉
じ
、京
都

堺
町
ど
お
り
に
あ
る
望
楠
軒
の
講

主
と
な
り
ま
し
た
。安
政
の
大
獄
で

捕
獏
さ
れ
る
ま
で
の
15
～
６
年
間

を
京
都
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

大
和
高
田
語
り
べ
：
　
上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　
※
雲
浜
の
御
子
孫
で
あ
る
梅
田
昌
彦
氏
著「
梅
田
雲
浜
入
門
」

　
　
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

す
。雲
浜
30
歳
の
と
き
、上
原
立
斎

の
娘
・
信
子（
18
歳
）と
結
婚
し
ま

し
た
。弘
化
３（
１
８
４
６
）年
、長

女
竹
が
誕
生
。

　

雲
浜
が
尊
王
攘
夷
の
思
想
を
持

ち
、本
格
的
に
勤
王
活
動
に
奔
走
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、雲
浜
39
歳

の
嘉
永
６（
１
８
５
３
）年
６
月
、米

国
使
節
ペ
リ
ー
の
浦
賀
へ
の
来
航
以

後
で
、明
治
維
新
の
運
動
が
こ
の
年

か
ら
始
ま
り
、雲
浜
は
ま
さ
に
そ
の

先
駆
け
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、江
戸
に
上
り
、諸
藩
の

志
士
と
の
交
流
、更
に
水
戸
藩
の
義

擧
が
必
要
と
考
え
水
戸
に
赴
き
ま

し
た
。水
戸
か
ら
帰
京
後
、雲
浜
は

福
井
に
赴
き
、村
田
氏
寿
ら
同
志
と

時
事
を
議
論
、と
き
あ
た
か
も
安
政

元（
１
８
５
４
）年
、ロ
シ
ア
艦
隊
が

大
阪
湾
に
入
港
し
、大
い
に
憤
慨
し

た
十
津
川
郷
土
は
、雲
浜
を
擁
し

て
入
港
拒
否
に
奔
り
、こ
れ
が
契
機

に
、十
津
川
や
高
田
に
関
わ
り
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
つ
づ
く
）
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◦�

ミ
ラ
ク
ル
ハ
ッ
ピ
ー
超
ア
タ
ル
！
名
前

う
ら
な
い
３
０
０
０
人
Ｄ
Ｘ

天
馬
黎�

文
／
西
東
社

◦
ま
じ
ょ
子
と
ラ
ン
プ
の
中
の
プ
リ
ン
セ
ス

藤
真
知
子�

文
／
ポ
プ
ラ
社

◦
真
田
幸
村
と
忍
者
サ
ス
ケ  

吉
橋
通
夫�

文
／
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

◦
ね
こ
の
ピ
ー
ト
は
じ
め
て
の
が
っ
こ
う  

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン�

絵
／　

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

◦
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な
し
み     

野
見
山
暁
治�

絵
／
星
の
環
会

◦「
恩
讐
の
鎮
魂
曲(

レ
ク
イ
エ
ム)
」 

中
山
七
里�

著
／
講
談
社

　
　

韓
国
船
の
沈
没
事
故
で
、女
性
か
ら
救

命
胴
衣
を
奪
っ
た
男
性
が
裁
判
で
無
罪

と
な
っ
た
。一
方
、恩
師
・
稲
見
が
殺
人
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
た
め
、御
子
柴
は
弁
護

人
に
名
乗
り
出
る
。「
贖
罪
の
奏
鳴
曲(

ソ

ナ
タ)

」
シ

リ
ー
ズ
。

◦「
く
だ
も
の
い
っ
ぱ
い
！
お
い
し
い

ジ
ャ
ム
」石

澤
清
美�

監
修
・
料
理
／　

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

　　
　

子
ど
も
た
ち
も
大
好
き
な
ジ
ャ
ム
。い

ち
ご
ジ
ャ
ム
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
な

ど
、ジ
ャ
ム
作
り

の
過
程
を
写
真

で
紹
介
し
ま
す
。

楽
し
く
知
る
う

ち
に
、食
べ
物
へ

の
感
謝
が
生
ま

れ
て
く
る
一
冊
。

◦
金
持
ち
父
さ
ん
の「
大
金
持
ち
の
陰
謀
」

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ヨ
サ
キ�

著
／
筑
摩
書
房

◦
戦
国
の
陣
形

乃
至
政
彦�

著
／
講
談
社

◦
県
庁
そ
ろ
そ
ろ
ク
ビ
で
す
か
？

円
城
寺
雄
介�

著
／
小
学
館

◦
昭
和
の
終
着
駅　

関
西
篇

安
田
就
視�
写
真
／
交
通
新
聞
社

◦
カ
エ
ル
の
楽
園  百

田
尚
樹�
著
／
新
潮
社

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

◎おはなし会
かい

▷とき　6月
がつ

11日
にち

㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●おはなし　「かっぱのかっぺいとおおきな
　　　　　　 きゅうり」
●えほん　　 「 ハグくまさん」

◎絵
え ほ ん

本のよみきかせ

▷とき　6月
がつ

18日
にち

㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん　じどうコーナー

◎えほんとわらべうたの時
じ か ん

間〈きらら〉

▷とき　6月
がつ

25日
にち

㈯
ど

 
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか

●おはなし　「いつもいっしょに」
●えほん　　「うさぎとかめ」

６月のおはなし会 催しのご案内

■図書館親子講座「昆虫教室」
　昆虫館で飼っている虫や生きものたちにふれあおう！
▷講師　松村忠志さん（橿原市昆虫館統括調整員）
▷とき　6月18日㈯　午前10時30分～正午
▷ところ　中央公民館　1階視聴覚室
▷対象　5歳以上の子どもと保護者
▷定員　15組
▷費用　無料
▷申込方法　6月17日㈮までに、図書館カウンター、電話、ＦＡＸで

受付。ＦＡＸの場合は「講座名（昆虫教室）、名前、電話番号」を書
いて送信してください。

■図書館子育て講座
　子育てのアドバイスを聞き、親子一緒に楽しめる歌遊びを体験
しましょう！
▷講師　田丸かよ子さん（ＮＰＯ法人マーマの里代表）
▷とき　7月3日㈰　午前10時30分～11時30分
▷ところ　中央公民館　2階和室
▷対象　1歳児、2歳児の子どもと保護者
▷定員　15組
▷費用　無料
▷申込方法　6月5日㈰～ 6月29日㈬の期間中に、図書館カウン

ター、電話、ＦＡＸで受付。ＦＡＸの場合は「講座名（図書館子育て
講座）、名前、電話番号」を書いて送信してください。
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電
力
自
由
化
！

　
　
契
約
は
慎
重
に

相
談
事
例

　
母
は
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
ひ
と
り
で
住
ん
で
い
る
。

数
年
前
に
医
師
か
ら
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
た
が
、
自

分
の
身
の
回
り
の
こ
と
は
で
き
て
い
た
。
最
近
、
父
の
法

要
が
あ
り
、
母
宅
の
部
屋
の
掃
除
を
し
て
い
た
ら
、
押
し

入
れ
か
ら
皇
室
関
係
の
写
真
集
や
大
皿
、
有
名
絵
画
の
複

製
品
な
ど
が
多
数
見
つ
か
っ
た
。
母
に
問
い
た
だ
し
た
ら
、

知
ら
な
い
出
版
社
か
ら
電
話
が
あ
り
、
親
し
げ
に
世
間
話

を
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
勧
め
ら
れ
、

相
手
の
人
が
と
て
も
良
い
人
だ
っ
た
の
で
購
入
し
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
月
に
１
回
ぐ
ら
い
電
話
が
あ
り
、
そ
の

都
度
購
入
し
て
い
た
よ
う
で
、
支
払
っ
た
金
額
は
２
年
間

で
百
万
円
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
た
。
母
に
と
っ
て
は
不
要

な
も
の
ば
か
り
な
の
で
解
約
し
て
ほ
し
い
。（

50
歳
代
女
性
）

　
高
齢
者
は
、「
お
金
」・「
健
康
」・「
孤
独
」
と
い
う
３
つ

の
大
き
な
不
安
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
不
安
を
あ
お
り
、
親
切
を
よ
そ

お
っ
て
信
用
さ
せ
、
高
齢
者
の
貯
金
や
年
金
な
ど
、
大
切

な
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
に
い
る
こ
と
が
多
い
高

齢
者
は
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
う
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
認
知
症
な
ど
で
、

判
断
力
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
被
害
に
遭
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
家
族
や
地
域
の
人
、
ま
た
介
護
職

員
な
ど
、
ま
わ
り
の
人
に
よ
っ
て
被
害
が
発
見
さ
れ
る
こ

と
も
、
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
電
話
勧
誘
販
売
は
、
消
費
者
に
電
話
を
か
け
、
商
品
の
紹

介
や
勧
誘
を
行
い
、
契
約
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
セ
ー
ル

ス
の
一
つ
で
す
。
こ
の
販
売
方
法
の
問
題
点
は
、
消
費
者
の

家
に
突
然
電
話
を
す
る
と
い
う
不
意
打
ち
性
、
密
室
性
、
し

つ
こ
く
勧
誘
し
て
断
る
こ
と
の
困
難
性
な
ど
、
数
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
消
費
者
が
内
容
な
ど
を
よ
く
理
解
し
な
い

ま
ま
、
望
ま
な
い
契
約
を
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
危
険
性
が
、

非
常
に
高
い
こ
と
で
す
。
電
話
勧
誘
販
売
は
特
定
商
取
引
法

の
規
制
を
受
け
、
再
勧
誘
の
禁
止
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
適

用
が
あ
り
ま
す
が
、
訪
問
販
売
の
よ
う
に
過
量
販
売
契
約
の

解
除
な
ど
は
、
今
の
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
（
過
量

販
売
規
制
の
導
入
予
定
）。

　

高
齢
者
の
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、
早
期
に
発
見
す
る

た
め
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
よ
る
見
守
り
や
、
声
か
け
が

大
切
で
す
。
地
域
で
高
齢
者
を
消
費
者
被
害
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

１
．�

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
勧
誘
が
目
立
つ
の
で
、
家

族
や
近
所
な
ど
周
囲
の
人
が
日
ご
ろ
か
ら
気
を
付
け

る
こ
と
。

２
．�

あ
い
ま
い
な
返
事
は
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
。
必
要
な
い

の
で
あ
れ
ば
「
契
約
し
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
断
る

こ
と
。

３
．�

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
。
こ
の
制
度
は
、
意
思

能
力
に
衰
え
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
そ
の
衰
え
を
補

い
、
そ
の
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

高
齢
者
へ
の
電
話
勧
誘
販
売

う～ん・・・どこにしようかな～ 

　　　　　　　　　　  どうしたの？

平成28年4月1日から電力小売全面自由化
になったじゃないですか。

　　　　　　　　　　  そうだね。

どの業者と契約するか悩んでいるんです。

それは慎重に選ばないとね。代理店と
偽った営業行為や、説明が不十分な
営業行為などの相談が寄せられてい
るから、なおさら注意しないと。

何に注意すればいいのですか？

最低限、契約先は国の登録を受けた「小
売電気事業者」またはその代理店かど
うか、契約の内容、停電など、困ったこ
とがあったときの連絡先は確認してね。
その他の注意点は、国民生活センター
のホームページを見てチェックしよう。

なるほど・・・でも契約内容でよく分からな
いことがあったらどうしよう・・・

そんなときは、近くの消費生活セン
ターを訪ねて聞いてみるといいよ。

大和高田市消費生活センターってどこにあ
るんだっけ？？

みくちゃんは知っておこうよ・・・市役
所の3階だよ。

えへへ

● 市消費生活センター ▽相談日時　月～金曜日 午前10時～午後4時　 ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月～金曜日 午前9時～午後5時（受付は午後4時 30 分まで） 

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3 階
　 ▽予約先　☎ 22-0931　 ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。14 広報誌　　　　　　　2016年6月号



イベント情報

※一般発売開始日のホールでの窓口販売は午前9時から、電話予約は午後2時からです。
※友の会会員割引は、前売りのみです。
※都合により、日程、出演者および内容の一部を変更することがあります。ご了承ください。
※前売券が完売の際は、当日券はございません。あらかじめご了承ください。

チケットのお求めは―
■大和高田さざんかホール（休館日：毎週月曜・第4火曜日（その日が休日の場合は、翌日以後の平日））

チケット販売時間 午前9時〜午後5時　☎53―8200
■ローソンチケット　チケット予約　☎0570（084）005

お問い合わせ　☎0570（000）777

人形劇団クラルテ
「ゴリラのパンやさん」「うさぎのおうち」
午後２時３０分開場　午後３時開演　小ホール　【全席指定】
一般１，２００円　友の会会員１，０００円
※当日は３００円増　※３歳以上有料。３歳未満でもお席の必要な人は有料。

ジョイフル・ピアノ・フェスタ
２０１６
午前１０時〜午後4時（予定）
大ホール　【入場無料】

大ホールに備えられた世界の名器『スタインウェイピアノ』を
応募者の中から選出された約50組の方にリレー形式で演奏
して頂きます♪

10：00～12：00　リレーコンサート第1部
13：00～13：40　スペシャルゲストコーナー

(特別ゲスト：村松崇継)
13：50～16：00　リレーコンサート第2部

※タイムスケジュール
　は変更になる場合が
　ございます。

第二十一回　
さざんか寄席

午後１時３０分開場　午後２時開演　小ホール 【全席指定】
木戸銭１，８００円（当日５００円増）　友の会会員１，５００円（１会員４枚まで）
※小学生より入場可　
※託児保育有り
　（無料・予約制8/19締切）

劇団四季ファミリーミュージカル　『王子とこじき』
午後２時３０分開場　午後３時開演　
大ホール 【全席指定】

〈Ｓ席〉大人４，０００円 中学生以下２，５００円
友の会会員３，５００円（１会員４枚まで）

〈Ａ席〉大人３，０００円 中学生以下２，０００円
友の会会員２，５００円（１会員４枚まで）

※当日各５００円増　※託児保育有り(無料・予約制9/9締切)
※３歳以上有料
　〈３歳未満の着席鑑賞は有料〉

2016.6

大和高田さざんかホール 6 月の催し物ご案内 ※2016年5月10日現在の内容です。なお、掲載申し込みのあったものを掲載しています。
　休館日のお知らせ:6㈪、13㈪、20㈪、27㈪、28㈫、7/4㈪

会員先行予約開始  ６月１５日㈬から
一般発売開始  ６月１８日㈯から

会員先行予約開始  ６月 ８日㈬から
一般発売開始  ６月１１日㈯から

チケット
取扱

ホール、セブンチケット
ローソン（Lコード５1５4５）

7.16
土

7.16
土

8.28
日

9.17
土

6.5
日

日/曜日 催し物名 ホール 開演 入場料 問い合わせ先 電話番号

4日㈯ 第27回 奈良県管打楽器独奏コンクール 大 午前10時 無料 奈良県高等学校文化連盟吹奏楽部
会事務局（登美ケ丘高校　川北） ☎0742-46-0017

4日㈯～5日㈰ 第23回　高田高校　美術部展 展示 ４日　正午　　　
５日午前９時 無料 奈良県立高田高等学校　

美術部 ☎0745-22-0123

5日㈰ 第33回　高田高等学校音楽部　定期演奏会 大 午後２時 無料 奈良県立高田高等学校　
音楽部　大野 ☎0745-22-0123

11日㈯～12日㈰
第54回　奈良県合唱祭
併催：第39回全日本おかあさんコーラス
　　　全国大会関西支部奈良大会

大 午前10時 全席自由500円 奈良県合唱連盟 ☎0745-51-3530

23日㈭ 映画「母と暮せば」特別上映会 大 午前10時30分
午後2時

全席自由
割引券有りの方1,000円
割引券無しの方1,500円

㈱ウーマンライフ新聞社
（午前9時～午後6時受付
　日祝休み）

☎0742-35-5188

26日㈰ あおぞら　ジョイフルコンサート 小・レセ 午後1時30分 無料 あおぞら音楽サロン ☎0744-26-0320

7月1日㈮ 右記の貸館受付開始 ミーティング
ルーム 午前9時

●大ホール・レセプションホール・展示ホール<平成29年7月分>
●小ホール<平成29年1月分>
●リハーサル室・会議室・和室<平成28年10月分>

1日㈮ 合同大学進路説明会～PRELEマッチング～ レセ 正午 無料 岸本 ☎070-5439-6562
2日㈯ 夢の歌翔コンサート 小 午前10時 無料 夢スタジオ　秋野 ☎090-7481-7348
3日㈰ 第15回　松岡ひとみバレエスクール発表会 大 午後5時 無料 松岡ひとみバレエスクール ☎0744-28-2009
3日㈰ ピアノ発表会 小 午後1時30分 無料 教専寺ぴあの教室 ☎0745-22-8295
9日㈯ 田中音楽教室　音楽発表会 小 午後1時予定 無料 田中 ☎090-9698-1925

※レセ=レセプションホールの略です。 

完 売 御 礼
☆ティーパーティーへのおさそい☆

終演後、ゴリラのパンやさんの特製パンとドリンクをご用意
します。人形劇の登場人物たちとのティーパーティーをお楽
しみください。
・参加費…ひとり400円　・会場…３階レセプションホール
※ティーパーティーへの参加受付は、当日、開場時間（14：30） 
　より小ホール入口で行います。（チケットお買い求めの方 
　先着50名）

○ときめきの第九　合唱団員募集中
12月23日（祝・水）の第九公演に向けて、合唱団員を募集しています。初心者の人には、発声・発音から丁寧に指導します。(学生の方も大歓迎！！)
　▷募集人数　140名（定員になり次第締切）　▷練習場所　さざんかホール/大和高田商工会議所 経済会館3Ｆ/コスモスプラザ(4/24、片塩町にOPEN)　▷合唱指導　青木耕平、中川令子
　▷問合せ先　ときめきの第九の会事務局　☎080-9126-5050　E-mail：info@tokimeki9.info　　※７月１７日(日) 午後２時より、オリエンテーション・団結式がございます。
　　詳細、申込方法は、ときめきの第九の会ホームページ(http://www.tokimeki9.info/)へ。

さざんかミュージックスポット
村松崇継ピアノ・コンサート
Piano Sings vol.３

映画「64-ロクヨン-」、ジブリ映画「思い出
のマーニー」、USJクリスマスソング「天
使のくれた奇跡」などの音楽担当をされて
いる村松崇継さんが3年振りにさざんか
ホールへ登場！！
午後５時開場　午後５時３０分開演　小ホール【全席指定】
一般３,５００円　高校生以下２,０００円
※当日は5００円増　
※小学生以上入場可　
※託児保育あり（無料・予約制７／８締切）

好評発売中
チケット
取扱

ホール
ローソン（Lコード５５070）

チケット
取扱

ホール
ローソン（Lコード５６３２３）

チケット
取扱

ホール
ローソン（Lコード５1３６0）

笑福亭松枝 笑福亭三喬 林家菊丸 笑福亭鉄瓶 笑福亭縁

撮影：下坂敦俊
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　4月の熊本地震に関するニュースを見て、
災害への備えを決意しました。平時でも役に
立つとの評判で気になっていた、防災ブック
『東京防災』を読んで、いざという時の防災知識を

勉強しています。

　釣りに行ったついでに、地元の魚市場に行きました。新鮮な魚
介類が、安く大量に手に入ります。魚介類に興味があり、海のあ
る他府県に行く人は、一度寄ってみると面白いと思います。

　各コンビニが、オリジナルのデザートを発売しています。特に期間
限定の商品は、テレビでも取り上げられて、品薄状態です。仕事の帰
りの楽しみが増えました。

　凛と建つ熊本城に感動したことをよく覚えています。お城や山は、
地元の人にとっては、心のつっかえ棒なのでは。福島県の白河小峰城
は、今も一つ一つ石を積んでいます。崩れた7000個の石を図面に
し、崩落前と見比べながら積むそうです。日本のあちこちで、復興
をめざしている人がいることを忘れてはいけないと思います。
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大和高田市
市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316
市立土庫公民館 TEL.23-3560
市立菅原公民館 TEL.23-3561
市立陵西公民館 TEL.23-3562
さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201
図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415
水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730
社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298
クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383
保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660
市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100
青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364
葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001
総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863
総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701
さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535
下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565
高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292
JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414
近鉄高田市駅 TEL.53-2531

◆消費生活相談（要予約）   毎週月～金曜日　午前10時～正午、午後1時～ 4時
　　　　　　　　　　　　　消費生活センター（☎ 22-1101）
◆ 人権相談・行政相談　 毎月第4火曜日　午後1時～4時
　※ 6月・12月のみ第1火曜日　　於：総合福祉会館　広報広聴係（☎ 22-1101）
◆中小企業金融相談・中小企業経営相談　　随時　産業振興課（☎ 22-1101）
◆母子父子相談　月･水･金曜日 午前8時30分～午後5時15分 児童福祉係（☎22-1101）
◆心配ごと相談　第2・4金曜日　午後1時～4時　社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆法律相談（要予約）　毎月第2・3火曜日　午後1時～4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆司法書士の法律相談（要予約）　 毎週月曜日　午後1時～4時 

社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆生活相談　毎月水曜日（第 1 水曜日を除く）　午後1時～4時　

　　　※事前に問い合わせてください。社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆健康相談・栄養相談（要予約）　 毎月1回、所定の日　
　　　　　　　　　　　午前9時～10時　保健センター（☎ 23-6661）
◆子育てホットライン・健康ホットライン　毎日　午前9時～正午、午後1時

　　～4 時30分（土・日・祝日・年末年始を除く）保健センター（☎ 23-6661）
◆教育ガイダンス　毎週月～金曜日  午前10時～午後5時  青少年センター（☎ 23-1322）
◆家庭児童相談　毎週月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分　家庭児童相談室（☎ 23-1195）
◆女性相談（要予約）　 第1火曜日・第3金曜日　午前9時15分～午後0時5分 

 第2土曜日　午後1時～3時50分　人権施策課（☎22-1101）
◆住まいづくり相談　第3水曜日　午後1時～4時10分

　　　　　 （第1水曜～第2水曜の間に予約：定員4名）　建築住宅課（☎ 22-1101）
◆税理士による税務相談　2月・3月を除く毎月第3金曜日　午後1時～ 4時

　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　近畿税理士会葛城支部（☎22-5288）
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